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『国分寺市史　上巻』（原始・古代・中世）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B5 判　770 頁　定価 5,000 円 

　市内の遺跡について、時代別にその概要や出土品などを解説。特に武蔵国分寺については、発掘

調査の成果を詳細に記述し、全国でも有数な規模の遺跡の全容解明に努力しました。また、中世の

国分寺市域についてまとめて記述したものは初めてであり、当時の政治状況とともに、数多く出土

した板碑から庶民の生活を浮き彫りにしています。

『国分寺市史　中巻』（近世）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　B5 判　942 頁　定価 5,500 円 

　幕府の支配体制が確立する様子を代官の変遷や検地から述べています。また、江戸中期の新田開

発は、市域の様子を一変させましたが、その各新田の開発の経緯、成果について多くの頁をさいて

います。このほか、各村の人口や年貢の変遷、用水、農民の家など、江戸時代を通じて市域の人々

の暮らしや文化活動について幅広く記述しています。

『国分寺市史　下巻』（近代・現代）　　　　　　　　　　　　　　　

B5 判　1052 頁　定価 6,000 円 

　明治維新直後の混乱する農村から、第 2 次世界大戦後の近郊住宅都市への変貌の 100 年を、政治

と行政、経済と人口、教育と文化の 3 分野に分けて記述。政治と行政の分野では、自由民権運動と

三多摩移管運動を北多摩の視点で捉えています。3 分野ともに大きく変化する当時の社会情勢を踏

まえながら記述しています。

『ふるさと国分寺のあゆみ』　　　　　　　　
A5 判　324 頁　定価 1,200 円 

　原始から現代までの国分寺市の歴史をカラー図版を多く取り入れて、コンパクトにまとめていま

す。市史の普及版として見やすく分かりやすい本を目指し、また市史の発行以後に発見された資料

も多く取り入れています。

『市制施行 50 周年記念　国分寺市の今昔』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　A4 判　140 頁　定価 1,500 円

　平成 26 年に国分寺市は市制施行 50 周年を迎えました。それを記念して発行した、国分寺市の歴

史について多面的な視点から豊富な写真と資料でご紹介する本です。同年に武蔵国分寺跡資料館で

開催した同名の特別展示の展示品も多数収録しています。

『住田古瓦コレクション―瓦に魅せられて―』
A4 判　85 頁　定価 700 円

　古瓦コレクターとしても知られる海事史・法制史学者故住田正一氏のコレクションを取り扱って

います。住田氏の研究成果を基に、国分寺瓦の特色を豊富なコレクションと共に紹介するだけでな

く、古瓦の美術的側面にも踏み込んだ内容となっており、古瓦の魅力を堪能できる一冊となってい

ます。



『古代道路を掘るー東山道武蔵路の調査成果と保存活用ー』　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　A4 判　80 頁　定価 700 円

　古代の官道である東山道武蔵路を題材とした本です。武蔵国分寺跡への附で国の史跡に追加指定

された記念に平成 22 年に武蔵国分寺跡資料館で開催した同名の特別展示を基に編集しました。特

別展示の内容に加え、最新の調査成果をふまえてわかりやすく解説しています。

『見学ガイド　武蔵国分寺のはなし』　　　　　　

A5 判　148 頁　定価 400 円 

　昭和 60 年 5 月より 4 年間にわたり国分寺市報に連載された、武蔵国分寺跡に関する同名の連載

記事を基に編集しました。カラー図版化した平成 22 年 3 月発行の改訂二版の内容に、平成 22・23

年度の金堂発掘調査や、平成 22 年 8 月に国指定史跡に追加指定された東山道武蔵路の発掘調査など、

最新の調査成果を反映、加筆した増補版として平成 26 年 5 月に最新版を発行しました。

『国分寺市の万葉植物』　
　　　　　　　　　　　　　　B5 判　88 頁　定価 1,000 円

　寺院の国分寺を訪れる人たちを、四季折々に楽しませてくれる万葉植物園（市指定天然記念物）

を広く紹介するために刊行しました。日ごろ身近で目にする植物から貴重な植物まで約 160 種を万

葉集の歌や植物解説とともにカラーイラストで紹介しています。

『アルバム国分寺』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

A4 判　160 頁　定価 2,000 円

　国分寺市の歩みを貴重な写真を通して振り返る写真集。明治から平成までの写真約 300 点を“町

並み”や“暮らし・行事”などに分けて編集してあり、なつかしい風景、生活がよみがえってきます。

『大昔の国分寺』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

A5 判　110 頁　定価 500 円 

　本書は平成 3 年 5 月より 4 年間にわたり国分寺市報に連載された同名のシリーズを編集しました。

市内の旧石器・縄文時代の遺跡や出土品を中心に 40 項目に分けて説明しています。

『国分寺市の民俗 1 －平兵衛新田・上谷保新田の人の交流－』　

　　　 B5 判　66 頁　定価 600 円 

　市域の西南部に位置する平兵衛新田・上谷保新田の報告書。短期間の調査であったため 8 部門で

の調査をおこなわず、「人の交流」というテーマにそって、社会生活・人の一生・信仰と娯楽・交易（購

入）・交易（販売）について報告しています。そのほか、平兵衛新田の屋敷神について紹介しています。

『国分寺市の民俗 2 －国分寺村の民俗－』　　　　　　　　　　　　　 

B5 判　215 頁　定価 1,500 円 

　市域の南部、ハケと呼ばれる国分寺崖線（がいせん）の下に集落を構えた国分寺村の報告書。真

姿の池湧水群などがあって水に恵まれた土地であり、江戸時代の初頭には成立していた古い村です。



『国分寺市の民俗 3 －野中新田六左衛門組・榎戸新田の民俗－』　

 B5 判　291 頁（品切れ）　 

　市域の北部を横断する五日市街道沿いに集落の中心をおく、野中新田六左衛門組・榎戸新田の報

告書。この新田は、江戸時代の中期に武蔵野新田として開発され、街道に面して家々が並ぶ路村（ろ

そん）の形態をとり、さらに全国的に珍しい入り組んだ境界となっていました。

『国分寺市の民俗 4 －停車場の民俗－』　　　　　　　　　　　　　　 

B5 判　241 頁　（品切れ）

　停
てん

車
しゃ

場
ば

は、江戸時代にあった 10 ヵ村ではなく、明治時代に新しくできた町です。明治 22 年に甲

武鉄道（現ＪＲ中央線）が開通するとともに、国分寺駅が開設されました。この付近には、鉄道が

開通するまでは人家もなく、山林が広がっていたといいます。当時は駅を停車場と呼び、その周辺

に開けた町のことも停車場といい、新開地における民俗を紹介しています。

『国分寺市の民俗 5 －本多新田・恋ヶ窪村の民俗－』　　　　　　　　

 B5 判　269 頁　定価 2,000 円

　本多新田は、国分寺村の本多儀右衛門・仲右衛門の兄弟によって開発された新田です。一方、恋ヶ

窪村は、国分寺村と同様に古い村でしたが、村のなかに武蔵野新田として開発された集落がありま

す。このように古い村と新田における民俗を紹介しています。

『国分寺市の民俗 6 －戸倉新田・内藤新田・中藤新田の民俗－』　

 B5 判　343 頁　定価 2,500 円 

　いずれも武蔵野新田として開発された地区で、すでに開発から 250 年以上が過ぎたために、移住

してきた家でも出身地を忘れていることがあります。しかし、伝えられる民俗のなかに出身地を思

い起こさせてくれるものがあり、江戸時代から住んでいる家を全部まわって聞き取りをおこない、

報告書にまとめました。

『国分寺の民俗話』
A5 判　157 頁　定価 800 円

　市報に連載された「国分寺の民俗話－民俗調査ノート」（全 36 回）、「国分寺の石仏」（全 17 回）

をまとめた本です。民俗調査の中で得られた生業（農作業など）や年中行事など興味深い事柄が多

くの写真とともに紹介されています。

『国分寺市の文化財』　　　　　　　　　　　　

A5 判　56 頁　定価 500 円 

　国分寺市内にある国・東京都・国分寺市の指定文化財 31 件について、カラー写真と解説文で紹

介しています。持ち運びに便利なようにコンパクトなサイズにしました。国分寺市の歴史や年表な

ども掲載し、指定文化財を通して国分寺市の歴史を理解しやすいように編集してあります。

『国分寺市有形文化財調査報告１　神社・寺院』　　　　　　

A4 判　176 頁　定価 1,500 円

　国分寺市内にある 14 の神社と 7 の寺院の建物を調査し、建築年代や様式などを考察。国分寺市

社寺調査の概要・国分寺市　社寺の概要・造営史料・特論国分寺市社寺建築の諸相の４部にまとめ

ました。
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国分寺市書籍販売窓口
国分寺市教育委員会 ふるさと文化財課

　国分寺市西元町 1-13-10
　（武蔵国分寺跡資料館内）

　TEL 042-300-0073

武蔵国分寺跡資料館
国分寺市西元町 1-13-10

　TEL 042-323-4103

史跡の駅　おたカフェ
（※一部取り扱い）

国分寺市西元町 1-13-6
TEL 042-312-2878

※武蔵国分寺跡資料館への入館には、入園料がかかります。資料館を見学されない場合は、史跡の駅 おたカフェで図書を購入して下さい。

※史跡の駅で取り扱いがない書籍については、国分寺市教育委員会 ふるさと文化財課にお問い合わせ下さい。

国分寺市内書籍販売店
（有）三石堂書店

国分寺市南町 3-18-17

TEL 042-321-0969



※本の郵送販売をご希望の場合は、購入希望の本・郵送先・連絡先 (TEL など ) を明記し、
　本代金を定額小為替、送料を切手でご用意の上、ふるさと文化財課までお送りください。

販売図書の頒価・重量

送料

図　　　書　　　名 頒　　価 重　　量
『国分寺市史　上巻』 ５，０００円 １，９６０ｇ
『国分寺市史　中巻』 ５，５００円 ２，２９０ｇ
『国分寺市史　下巻』 ６，０００円 ２，５７０ｇ
『ふるさと国分寺のあゆみ』 １，２００円 ６５０ｇ
『市制施行 50 周年記念　国分寺市の今昔』 １，５００円 ５２０ｇ
『古代道路を掘る』 ７００円 ３３０ｇ
『見学ガイド　武蔵国分寺のはなし』 ４００円 ２８０ｇ
『住田古瓦コレクションの世界』 　　　 ７００円 ３５０ｇ
『国分寺市の万葉植物』 １，０００円 ２３０ｇ
『国分寺市の文化財』 ５００円 １００ｇ
『アルバム国分寺』 ２，０００円 ７３０ｇ
『大昔の国分寺』 5 ００円 ３００ｇ
『国分寺市の民俗 1』　平兵衛新田・上谷保新田 ６００円 １９０ｇ
『国分寺市の民俗 2』　国分寺村 １，５００円 ５１０ｇ
『国分寺市の民俗 3』　野中新田・榎戸新田 （品 切 れ）
『国分寺市の民俗 4』　停車場 （品 切 れ）
『国分寺市の民俗 5』　本多新田・恋ヶ窪村 ２，０００円 ６１０ｇ
『国分寺市の民俗 6』　戸倉・内藤・中藤新田 ２，５００円 ７４０ｇ
『国分寺市史料目録（Ⅰ）』 １，３００円 ６７０ｇ
『国分寺市史料目録（Ⅱ）』 １，７００円 ７００ｇ
『国分寺市史料目録（Ⅲ）』 ２，０００円 ６８０ｇ
『国分寺市史料集（Ⅰ）』 ２，５００円 ６５０ｇ
『国分寺市史料集（Ⅱ）』 ２，８００円 ６７０ｇ
『国分寺市史料集（Ⅲ）』 ２，９００円 ７６０ｇ
『国分寺市史料集（Ⅳ）』 ３，０００円 ６９０ｇ
『国分寺の民俗話』 ８００円 ２５０ｇ
『国分寺市有形文化財調査報告書１神社・寺院』 １，５００円 ７４０ｇ

１５０ｇ ２５０ｇ ５００ｇ １．０㎏ ２．０㎏ ４．０㎏

レターパック ３６０円（厚さ３㎝、重量４．０㎏まで）

定型外郵便物 ２０５円 ２５０円 ３８０円 ５７０円 １，０２０円 １，３３０円

ゆうメール １８０円 ２１５円 ３００円 ３５０円 取り扱い無し

　国分寺市教育委員会 ふるさと文化財課
　〒 185-0023　東京都国分寺市西元町 1-13-10

　　　　　　　　　（武蔵国分寺跡資料館内）
　TEL 042-300-0073　FAX042-300-0091
　E-mail：bunkazai@city.kokubunji.tokyo.jp

図書に関するお問い合わせは、下記にお願いします。

※送料を計算する際には、梱包材の重量にご注意ください。角２封筒による梱包で「＋約 20g」、
　箱による梱包で「＋約 150g」です。注文書に梱包方法のご指定がない場合、書籍の合計重量
　が「980g 未満」であれば封筒で、それ以上の重量では箱で梱包いたします。


